
令和６年度 中間報告

千葉市 海まつり協議会



・はじめて千葉ブランドが全国区となるきっかけとなった
千葉市地域文化財「御浜下り」を通じて、
千葉市の歴史的な奥行きを再認識してもらい
「うみ千葉」の文化を市民全体で継承していきたい

■2026年「千葉開府900年」 シビックプライドの確立の年に

年次活動計画

始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド確立

海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年
２０２６



■新住民へのアクセス
千葉中央駅西口マンション前を会場
に文化を可視化

「御浜下り」パネル解説 「エアーさし石」

「さし石」の塗り絵

０年目

始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド確立

海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年
２０２６

笹は、御浜下りへ

願い事を書いて笹に

■運営側の変革
男性主体から、女性や子供主体へ

■担い手の恒常的育成
親子向けの次世代教育活動

神輿乗り入れ

浴衣で神輿を曳こう

海まち学校

普及啓蒙用
紙ウチワを
配布



１年目

始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド確立

海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年
２０２６

➊千葉中央駅西口エリア

配布うちわ

御浜宵宮

説明文

千葉市地域文化財 寒川神社 御浜下り

千葉に町ができて間もない頃のこと。攻
め込んできた敵から町を守ろうと船乗り
達が立ち上がりました。空から舞い降り
た神の助けによって奇跡の勝利。以来、
千葉の町は発展し続けてきました。この
お祭りはその出来事を語り継ぐために行
われてきたものです。2026年、この町は
生誕９００年を迎えます。

ミッケ夏祭り・盆踊り さし石さんが大会

■新住民へのアクセス
多主体連携による広域のプロモーションイベント

■担い手の恒常的育成
御浜下りの起源に関わる伝承を伝える紙芝居の制作と上演

さんばしまつり

餅撒き 御浜下り

➋千葉ポートパークエリア

巫女舞

・12月９日の寒川小学校創立150周年記念「地域開放デー」で上演
・その後、先生方により寒川小学校の４年生の全クラスで上演

御浜下りプロモーションビデオの制作



面的なインパクトをもつ主体との連携により、オール千葉市を射程にいれた普及啓蒙を図る

県立美術館開館50周年
「五十嵐靖晃展」

JFE千葉まつり
「子ども神輿大会」

千葉市地域文化財 御浜下り

本年度

始動 啓発 普及 醸成 シビックプライド確立

海まつり協設立 多主体連携 オール千葉市 オール千葉市民 行事開催

２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
開府９００年
２０２６

【計画】



伝統文化

芸術文化

ポートタワー

星

海辺

地域の大人に見守られながら、生まれ育った街の海辺に足を浸して神輿を担ぐ誇らしい体験を

旧市街

伝統文化に接する
機会の無い子供

JFE千葉まつり
「子ども神輿大会」

五十嵐靖晃
(県立美術館)

新しい文化

交流

担ぎ手のいない子供神輿

埋立地

わが街の海辺に足を浸してながら先人が見たのと同じ星を仰ぎ見ることで同一性を感じる体験

海辺



こども御浜下り

五十嵐靖晃海風（県美) 

生まれ育った街の海辺に足を浸しながら地域全体で楽しむ経験

「結城舟」に代わる「わたぶね」による先導 寒川地域の子供神輿 ５基

千葉の「月星」をイメージした3500個の「糸の星」

地域協働による「そらあみ」の制作浜の清掃、鳥居型「そらあみ」アート設営

【実績】

さんばしまつり



主催：千葉市海まつり協議会
協力：寒川神社氏子青年会、新宿小PTA、結城ボッチャクラブ、寒川小PTA、寒川小おやじの会、NP0法人Drops、千葉県立美術館

海風クルー、千葉市観光協会、千葉みなと活性化協議会、千葉みなと地区連合会、ケーズハーバー、ｋ‘ｓアメフトチーム

■９／８（日）本番
参加したこども 約１１０名

収穫① 大勢の子供が肩で神輿をかついで、笑顔で海に入って喜んでいた
収穫② 年配者が「危険だ」と一蹴しがちだが、理解ある若い親が大勢いた
収穫③ 普段は祭礼に関わらない、多くの地域の方がボランティアで協力してくれた

こども御浜下り

■９／７（土）事前準備
約４５名（草刈り、掃除、鳥居）



夏休み前に小中学校（６校）に配布

広報について

夏休み明けに小中学校（６校）に配布

８月２８日 NHK 首都圏ネットワーク
おでかけしゅと犬くん コーナー

連携先「さんばしまつり」ちらし

連携先「さんばしまつり」の地域新聞の広告 8月９日、８月２３日



【気付き】 【未実施分】
■こども御浜下りの事前清掃に約４５名の青年男性が参加したが、
皆、他の地域活動／ボランティア活動をしている人達だった。
（地域活動をするのは決まった人。してない人にやってもらうには
一人ずつ一対一で時間をかけて関係を築いてしかないのでは）

■伝統文化の切り口では地域に参加しない人も、芸術文化の切り口
なら興味を持つ人が増えるかもしれないと考えていた。
結局、県美側で呼びかけた協働製作に応じて集まったのは、ほぼ
年配の女性だった。若い世代の反応は無かった。

■美浜区幸町の埋め立て第一世代の男性からは歓迎コメントあり。
「これまでは、子供に、これが故郷だと胸を張って示せるものが
なく、心苦しい思いをしていた。一緒に文化を作っていけるのは
ありがたい。」

■こども御浜下り本番には、約１１０組の親子連れが参加した。
次のようなやりとりの報告があった。
子供：「パパもズボン濡れちゃったね」
パパ：「そうだね。でも楽しかったよ」

【所感】
■子育てで時間や経済的な余裕のない若い世代に直接、地域への参画を
呼び掛けるより、子供にとっていい魅力的な行事と、子供のためを思
う親への啓蒙を地道に継続的に実施することが、結局は長いように見
えて一番の近道なのではないか。

・前回制作の内容
御浜下りを復活させたときは嬉しかったけど、あと何年続けられ
るのか、人もお金も減る中で、とても焦っている。寒川が守って
きたけど、千葉全体の宝なんだから、千葉市民全体で受け継いで
いきたい。

・今回制作予定の内容
来年１月末に納品予定

■プロモーションビデオの続編


